
安房健康福祉センターの概要

令和６年１月２２日（月）

安房健康福祉センター

（安房保健所）
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地域保健法 第１１条

• 保健所の所管区域内の地域保健及び保健所
の運営に関する事項を審議するため、当該
地方公共団体の条例で定めるところにより、
保健所に、運営協議会をおくことができる。

千葉県行政組織条例

第４章 付属機関

第28条（設置等）

・健康福祉センター運営協議会を置き、地域
保健、地域福祉、およびセンターの運営に関
する事項を審議する。（抜粋）
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安房地域管内図



・昭和１９年（1944年）10月 館山保健所 開設

・昭和１９年（1944年）12月 鴨川保健所 開設

・平成 ９年（1997年）4月 両保健所を再編整備

安房保健所、鴨川地域保健センター

・平成16年（2004年）4月 安房支庁社会福祉課と統合し、

安房健康福祉センター（安房保健所）、

鴨川地域保健センターとなる。

根拠となる法令： 保健所法 ： 昭和２２年（１９４７年）

地域福祉法： 平成９年 （１９９７年）

社会福祉事業法：昭和26年（１９５１年）

社会福祉法： 平成12年（20０0年） 4

≪安房保健所（安房健康福祉センター）の沿革≫



・房総半島の南部に位置し、

３市１町を担当
南房総市・館山市・鴨川市・鋸南町

（横を向いたチーバ君の足のあたり）

・広さ 575.90ｋｍ２

（千葉県の11.17％ ）

・人口 約11.６ 万人 （千葉県 約６３０万人）

うち 65歳以上 約5万人 （42 . 7 ％）

15歳未満 約1万人 （ 8 . 5％）
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安房保健所



管内年齢5歳階級別人口構成図

出典：千葉県年齢別・町丁字別人口（令和４年４月１日現在）



安房健康福祉センターの組織



職員数（令和5年11月30日時点）
鴨川地域保健
センターのみ

安房健康福祉
センターのみ

職員数（全体）職種

１名１０名１１名行政職
１２名３１名４３名技術職
１３名４１名５４名合計

０１名１名
（技術職分再掲）
医師

１名２名３名獣医師
３名７名１０名薬剤師
５名７名１２名保健師

０１名１名看護師
１名２名３名管理栄養士
１名５名６名臨床検査技師

０１名１名診療放射線技師
１名５名６名その他



業務内容（令和5年11月30日時点）
センター長１名（医師）※兼務、

副センター長３名（事務職１名、保健師２名）

①総務企画課→庶務、医務、薬務、広報啓発、地域防災、
統計、関係機関との連絡調整等

事務職４名、薬剤師２名（計6名）

②地域保健課→健康づくり推進、栄養改善、母子保健、
難病対策、精神保健福祉等

事務職１名、保健師３名、管理栄養士２名、
臨床検査技師１名、精神保健福祉士２名（計９名）



③地域福祉課→児童福祉、障害者福祉、ひとり親等家庭福祉、
DV相談、生活保護（鋸南町）等

事務職４名（計４名）※兼務職員1名

④健康生活支援課→結核予防、感染症予防、性感染症対策、
食品衛生、動物愛護管理、生活衛生等

獣医師２名、薬剤師３名、保健師３名、看護師1名、
臨床検査技師１名、診療放射線技師１名、
環境衛生監視員１名、動物指導員１名（計1３名）



組織と業務内容（令和5年11月30日時点）

⑤検査課→感染症・食中毒発生時の検査、食品衛生検査、
性感染症対策に係る検査等

臨床検査技師３名（計3名）

⑥食品機動監視課→食品衛生監視指導、収去検査等、
薬剤師２名、食品衛生監視員１名（計3名）



組織と業務内容（令和5年11月30日時点）
鴨川地域保健センター→鴨川市における医務、薬務、

地域保健、感染症対策、食品衛生、
生活衛生、動物愛護管理等

（技）副センター長1名（再掲）、事務職１名、獣医師1名、
薬剤師３名、保健師４名、管理栄養士１名、臨床検査技師１名、

動物指導員１名（計1３名）

合計６課１センター
職員５４名（事務職１１名、技術職４３名）



① 総務企画課



総務企画課（総務）

〇総務

・庶務に関することを担当

・鴨川庁舎仮移転（２月１３日）に向けた事務



〇医療施設の立入検査

• 医療法第２５条第１項の規定にもとづく検査

「医療法その他の法令により規定された人員及び構造設備を有し、かつ適
正な管理を行っているか否かについて検査することにより、科学的でかつ
適正な医療意を行う場にふさわしいものとすることを目的に実施」

管内の全病院 １６施設を毎年。
有床診療所は、数年おき



〇薬事監視指導事業
・医薬品・医療機器の適正な販売
・毒物・劇物の適切な取扱（薬局や医薬品販売事業者が対象）

薬局、医薬品販売業（配置販売業除く）１００件
高度管理医療機器等販売業貸与業 ３１件
毒物劇物販売業 ４４件

安房管内： 薬局 ６９店舗
店舗販売 ３３店舗
卸売販売業 ９社

高度管理医療機器等販売業・貸与業 ８７店舗
毒物劇物販売業 ５９社



〇薬物乱用防止事業

①不正大麻・けし撲滅運動

・自生するけし ７３１本抜去
(令和５年３月～５月）

（自生していた けし）



〇薬物乱用防止事業

②「ダメ。ゼッタイ。」普及運動

・街頭活動を実施
６月に館山と鴨川の２か所

（鴨川市内での様子）



主な会議

〇安房健康福祉センター運営協議会
・毎年度内１回開催（当協議会）

〇保健医療連携・地域医療構想調整会議
・医療機関の病床機能の分化と連携を推進することが目的
・毎年度２～３回開催

・令和５年度は7月12日に第１回、11月7日に第２回
・３月に第３回を開催予定



〇学生実習
・合同講義 4月、9月に実施（計３０名）
・保健師課程の学生実習を5月、10月(2回)、11月、12月の計５回実施

（計２８名受入れ）
※令和６年１月に１回、６名受入れ予定

・管理栄養士課程の学生実習を９月に１回受入れ（２名）

〇地域防災対策
・医療機関主催の発災期を想定した情報伝達訓練に参加



② 地域保健課



地域保健課事業

（１）安房保健所地域・職域連携推進事業

（２）難病法に基づく事業

（３）精神保健福祉事業
40cm

安房保健所地域・職域連携推進事業
イメージキャラクター登録商標確認中
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(1) 安房保健所地域・職域連携推進協議会 事業計画期間：令和４年度から９年度【６年間】
テーマ 「ロコモティブシンドローム予防」

～忙しい毎日、カラダにちょっとイイこと始めよう～

令和4年度
（1年目）

令和5年度
（2年目）

令和6年度
（3年目）

令和7年度
（4年目）

令和8年度
（5年目）

令和9年度
（6年目）

事
業

・テーマ決定
・事業実施計画作成

・目標値の設定 ・中間評価
・次年度テーマ
　検討開始

・最終評価
・次年度テーマ
　検討

①ホームページによる健康情報
　の発信

・管内保健医療資源の情報
共有

・ホームページに掲載する動画や啓発
　媒体（チラシ・ポスター）の検討
・ホームページの作成

②市広報紙、会報紙、地域新聞
　等の掲載

・保健所だよりの掲載
・房日新聞の掲載

③啓発リーフレット等
リーフレット作成

パネル発表
啓発グッズ

事業所取組周知
リーフレット配布
（6年生へ配布）

リーフレット配布
（6年生へ配布）

・各機関で実施しているイ
ベントの
　情報共有

・関係者、保護者向け研修
会の開催

・実施内容の検討

・調査内容の検討
初回調査の実施
（7/5～9/15）

中間調査の実施
（6月）

最終調査の実施
（6月）

事業内容

共
同
事
業

普
及
啓
発

③イベントの参加

④講演会・研修会の開催
　講話の実施

⑥事業所に講師派遣を行い、
　運動機能測定・運動指導を実施

⑦地域の実態を把握するため、
　一般住民・事業所を対象とした
　アンケート調査の実施

随時

※希望があった場合に実施

※ウォーキングイベント等に参加し、ロコモ度測定やロコモ啓発（チラシ・ポスター

等の配布）を実施

随時



（２）難病法に基づく事業

1,162 1,158 

1,198 

1,252 

1,100
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1,180
1,200

1,220
1,240

1,260

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

（11/30現在）

特定医療費（指定難病）受給者数 図１

パーキンソン病

15%
潰瘍性大腸炎

10%

全身性エリテマトーデス

7%

後縦靭帯骨化症

5%

全身性強皮症

3%

その他

60%

指定難病医療費助成制度受給者内訳（令和４年度） 図２



難病相談事業
〈訪問指導事業〉

〈窓口相談〉

〈難病対策地域協議会〉開催は年１回

・難病患者及びその家族の支援に携わる関係機関等が連携し、

管内における難病患者支援の体制を整備する協議の場

令和5年度

(11/30現在)

令和4年度令和3年度令和2年度

２９２５２５５実施件数
（延）



難病患者の災害危険区域への居住状況

（重複あり）

n=1145

（％）



電話, 
2048

訪問, 159

面接, 185

令和4年度相談件数（年間）

電話, 1342

訪問, 129
面接, 129

令和5年度相談件数(上半期4～9月）

（計2,392件） （計1,600件）

（３）精神保健福祉事業

〈精神保健福祉 相談事業〉



電話, 160

訪問, 36

面接, 11
措置入院者の退院後支援（5ケース）

（延207件）

〈精神保健福祉法 施行業務（措置入院）〉

・ 精神障害のために自傷他害のおそれがあると認めたときに行う。
・ 精神保健指定医２名が診察を実施し、２名とも措置入院の必要ありと判断した
場合に知事の権限で入院。

・ 本年度上半期は、警察官通報が2件、矯正施設長通報が1件、前年度受理した
検察官通報1件含めて、計4件の通報を取扱い、うち３件について診察を行い、
2件を入院措置とした。

〈措置入院者の退院後支援〉

・ 措置入院者を対象に、令和４年度から
「精神障害者の退院後支援マニュアル
（千葉県・千葉市・船橋市・柏市）」に
基づき、退院後支援を開始。

・ 支援計画を策定し、医療機関、関係機
関と連携して入院中～退院後６か月
間支援するもの。

・本年度上半期は、５ケースを対象として
支援を行った。



③ 地域福祉課



１ 児童福祉事業
（１）児童扶養手当

（２）特別児童扶養手当

（３）児童家庭相談

児童扶養手当受給者数内訳（鋸南町のみ） 人
死別 未婚 障害者 遺棄 その他 計

離婚 その他 世帯 世帯 世帯 世帯 の世帯
37 － 3 2 － － 1 43

　手当額：第１子44,140円　第２子10,420円　第３子以降6,250円
　　　　　（所得状況により全額支給停止、一部支給停止の制限あり）

生別世帯

特別児童扶養手当受給状況（管内４市町） 人

１級 ２級 １級 ２級 １級 ２級 １級 ２級
139 21 8 58 54 2 － 81 62

　手当額：１級53,700円　２級35,760円（所得制限あり）

計　
支給対象障害児数

受給者数 身体障害 精神障害 重複障害

相談等実施状況 人
相談経路

相談種別
虐待 － 44 － 44
その他 － 13 － 13

非行 － 0 － 0
学校・生活等 － 135 － 135
その他 1 14 － 15
合計 1 206 － 207

家族関係

家庭・親戚等 学校・市町村等 その他 合計



２ 母子福祉事業

３ DV被害者支援事業

（単位：千円）

－ － 4,440 － － － － － － － － －

結
婚

技
能
習
得

修
学

住
宅

就
学
支
度

母子父子寡婦福祉資金貸付決定状況　　　　　　　　

事
業
開
始

事
業
継
続

修
業

就
職
支
度

医
療
介
護

生
活

転
宅

相談等実施状況 人
書面 通報

うち 内閣府 うち 内閣府 うち 内閣府 提出 件数
ＤＶ 報告分 ＤＶ 報告分 ＤＶ 報告分 件数

40 27 23 6 6 6 34 21 17 0 0
※内閣府報告分は、ＤＶ被害者本人からの相談件数

総相談件数 来所相談件数 電話相談件数

総数 総数 総数



４ 障害者（児）福祉事業
（１）特別障害者（児）手当支給事業

（２）在宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者福祉手当給付事業補助金交付事務

対象者(見込み) １３５人 申請見込額 ６，７１６，７２５円

（３）重度身体障害者日常生活用具取付費助成事業補助金交付事務

対象件数(見込み) ７件 申請見込額 １４９，８５０円

（４）「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例」に基づく相談

実数 ２件 延数 ４９件差別等相談件数

実数 ８件 延数 ２９件その他の相談件数

特別障害者（児）手当支給状況（鋸南町のみ）

支給額（円）受給者数支給月額（円）

１，７９０，７２０８人２７，９８０特別障害者手当

３６５，２８０３人１５，２２０障害児福祉手当

２，１５６，０００１１人合 計



５ 生活保護事業
・生活保護法に基づき鋸南町の保護事務を担当

被保護世帯・人員・保護率の推移

保護率被保護人員被保護世帯数管内人口
年度

（‰）（人）（世帯）（人）

９．９５７２６３７，２３５
３年度

（平均値）

１０．２３７２６４７，０３７
４年度

（平均値）

１０．２６７１６４６，９１５

５年度

４～１１月

（平均値）

保護の開始・廃止等の推移 （単位：件）

５年度
４年度３年度

(４～１１月)

４２３８面接相談件数

４１９７申請件数

２１５５開始件数

６１１１１廃止件数



④ 健康生活支援課



１ 感染症予防事業 ～ 感染症発生時の対応 ～

入院

発生届受診

① 積極的疫学調査

② 法に基づく措置（感染症の種別に応じた対応）

患者の基本情報・臨床情報
行動調査・接触者の把握

就業制限・入院勧告
健康診断勧告・消毒命令
病原体を保有していないことの確認
就業制限の解除

感染症診査協議会

入院勧告・適正医療の審議

諮問 答申

※ 一類感染症・二類感染症・
新型インフルエンザ等感染症患者等の場合

入院調整・患者搬送

潜伏期間を勘案して、新たな患者・
有症状者の発生がなく、まん延が防
止されたと判断された時、等

④ 終息

感
染
者
疑
い

医
療
機
関

１１９件

施設内で感染症が集団発生した場合

報告

医療機関、社会福祉施設 等

届出対象（全数把握）
８７疾病

③ 健康観察

電話等で健康状態を確認

令和５年度（１１月末時点）

結核、腸管出血性大腸菌感染症、
つつが虫病 など



１ 感染症予防事業

感染症情報のメールマガジン配信（週１回 配信）

すべての職員を対象とした
防護服の着脱訓練

感染症指定医療機関と
連携した患者搬送訓練

～ 平常時の対応 ～

令和５年１２月１日

令和５年６月～７月

あわっと感染症情報
（２０２３年第５０週）



厚生労働省のHPより



１ 感染症予防事業

新型コロナウイルス 新規感染者数 （安房保健所）

〇 感染者数

～ 新型コロナウイルス感染症 ～

令和５年５月８日以降
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5,062

引き続き、管内の流行状況について、関係施設
等に情報提供するとともに、施設内でクラスター
が発生した場合、感染拡大防止対策の指導を実施

法に基づく、入院勧告や外出自粛要請等の措置
がなくなり、従来の感染対策に基づき、個人や
事業者の判断で取り組むこととなった

全数把握 から 定点把握 へ変更

〇 感染防止対策

〇 保健所の対応

感染症法上の位置づけ

「新型インフルエンザ等感染症」（いわゆる二類相当）

から「五類感染症」に移行



２ 結核予防事業

患者 結核医療費の公費負担

接触者

管理検診

服薬支援

患者の治療完遂のため、服薬中断リスクを評価した上で、患者にとって最も適切
かつ確実な方法（対面、電話）で服薬を確認

結核の再発を早期に発見するため、治療終了後２年間、半年毎に胸部エックス線
検査等でフォローする検診

新登録者数 ７名

結核と診断された方が安心して適正な医療を受けられるよう、申請に基づき、
医療費の一部(または全額)を公費負担する制度

延べ１３件

延べ５６回

延べ２４名

登録者数 ３８名

接触者健診

発病前の感染者や新たな発病者を早期に発見し、感染拡大防止を図る
ため、結核患者と接触された方に対して健康診断を実施

（家族健診）対象者 １５名 受診者 １３名

（職場健診）対象者 ３６名 受診者 ３６名

厚生労働省作成結核予防啓発ポスター（令和５年度版）

令和５年度（１１月末時点）



３ 食品衛生事業

許認可事務

① 相談・② 申請 ③ 施設確認 ④ 営業許可

流通食品の検査

衛生講習会

営業許可施設数
３，３７８件

新規許可施設数
４７０件

食中毒予防
の三原則

食品営業者に対する衛生講習会

開催 ２５回

受講者 １，１２１名

衛生研究所等
検査依頼買上

検査結果検査結果

検査件数 ４２件

違反件数 ０件 食中毒発生件数 ０ 件

令和５年度（１１月末時点）

食品営業施設



４ 狂犬病予防事業・動物愛護管理事業

狂犬病予防事業

動物愛護管理事業

動物の正しい飼い方推進月間（６月１日から６月３０日まで）

動物による危害防止対策強化月間（１１月１日から１１月３０日まで）

動物取扱責任者研修（令和５年１１月１７日開催）

犬・猫の飼い方に関する個別相談

逃走犬、放し飼い犬等の保護・捕獲

管内市町と連携した住民広報

広報だん暖たてやま
（令和５年６月号）

広報みなみぼうそう
（令和５年１１月号）

広報かもがわ
（令和５年６月１日号）

町報きょなん
（令和５年１１月号）

捕獲頭数 １１頭

捕獲依頼

鳴き声 等
３２ 件 ７０ 件

野良猫の増加

糞尿 等

令和５年度（１１月末時点）

犬 猫



５ 環境衛生事業

許認可事務・立入検査

① 相談・② 申請等 ③ 施設確認 ④ 営業許可・登録

衛生講習会

レジオネラ症防止対策等衛生講習会

受講者 １４６名

立入検査数廃止許認可施設数施設別

８４２０１７５理容所

８７１３３０２美容所

３２２０６２クリーニング所

１８５２１６０６６７旅館

３９１２９０公衆浴場

０００２興行場

４２７２７６５１，２９８計

⑤ 立入検査

令和５年１１月２２日・２９日

理容所衛生講習会 受講者 ８８名

令和５年９月４日

美容所衛生講習会 受講者 ３６名

令和５年４月２５日

レジオネラ症防止対策等衛生講習会（令和5年11月29日）

令和５年度（１１月末時点）



⑤ 検査課



• エイズ等 性感染症予防 （第１・第３月曜日実施）
• HIV抗体検査 ２７件
• 梅毒抗体検査 ２７件

• ウイルス性肝炎対策 （エイズ検査希望者に勧める）
• B型肝炎ウイルス抗原検査 ２７件
• C型肝炎ウイルス抗体検査 ２７件

• 食品衛生検査
• 収去した食品 細菌検査143検体 676項目



• 感染症危機管理検査

• （１）感染症発生時
• ・新型コロナ ②変異株①

PCR検査実施年度

検査陽性数件数
0７令和元年度

1541,725令和２年度
4318373,424令和３年度
90207403令和４年度

5211,1975,559合計
①PCR検査： 発生初期の令和２年３月から令和４年８月まで
②変異株検査： 変異株流行後の令和３年７が鵜tから令和４年８月ま
で



そのほか、健康危機管理のための検査

• 食中毒、苦情食品等の検査 ＊該当が発生時

• 検便 （給食施設などで食品調理に携わる職員）
• 平常時の感染予防対策に伴う腸内細菌検査

腸管出血性O-157 ： 1,260検体
チフス菌、パラチフスA菌： 1,139検体



精度管理業務 検査の信頼性を確保するため

• 内部精度管理 73検体

• 外部精度管理 14検体
• 一般財団法人食品薬品安全センター 等を受験



⑥ 食品機動監視課



１ 監視指導
総 数営 業 届 出 施 設営 業 （ 許 可 ） 施 設

４，３７８１，０００３，３７８施 設 数
５８６９９４８７監 視 件 数

１１月末時点の実績

監視件数は、令和５年４月から１１月末の件数
「千葉県食品衛生監視指導計画」に基づき実施。

監視件数は食品機動監視課の件数を記載



２ 衛生教育

令和５年７月１８日～９月２９日配信期間
１３７名
(うち 施設管理者１２名

管理栄養士(栄養士含む）５２名
調理師等７３名）

申込者数

１８２回動画視聴回数

給食施設を対象とした衛生教育
本年度はオンデマンド配信により開催

YouTube千葉県公式セミナーチャンネル

「最近の食中毒の動向と注意する食中毒について」
（視聴期間：令和5年7月18日から9月29日）



３ 食品検査
検査項目検査検体数区 分

８５２１魚 介 類
８４冷 凍 食 品

３４３食 肉 製 品
３６８穀類及びその加工品

１９４４０野菜類･果物及びその加工品
２９８５３菓 子 類
４６９８２その他の食品(そう菜･弁当･乳製品等)

１，１２４２１１合 計
０違反検体数

１１月末時点の実績(買上げを除く)



ご清聴ありがとうございました。

安房健康福祉センター（安房保健所）

金井 要


